
3

伊平屋・伊是名－その地理的概況一

堂前亮平

1．伊平屋・伊是名の自然環境

1）位置と面積

伊平屋島は、沖縄本島北部本部半島の北方約49kmにあり､有人島としては沖縄県最北端の島

である。伊平屋島の南西には架橋によって結ばれている野甫島がある。伊平屋村はこの2島か

らなっている。また、伊平屋島の南約5kmに位置する伊是名島は、本部半島の北方約35kmに

あり、その周辺にある無人島の具志川島・屋ノ下島・屋那覇島・降神島などの島を含め、伊是
一.：．

伊平屋島の数理的位置は、北緯27.2,、東経127.58,、伊是名島の数理的位置は、北緯26.56,

東経127｡56'である（図1)。

伊平屋島への交通は、かつては第一伊平屋丸と第三伊平屋丸の両船が就航していたが、現在

は500トンの「フェリー伊平屋」の就航によって、輸送力が大幅に増強し、本部港を1日1性

表1沖縄における島の面積と人口

(注1）大宜味村宮城島

｜鰯島
名護市屋我地島

与那城村宮城島

〃平安座島

玉城村奥武島

(注2）伊平屋村野甫島を含む

資料：沖縄県統計年鑑(昭和57年版）

島名 面積 人口1980年10月1日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

沖縄本島

西表島

石 垣 島

宮古島

久米島

南大東島

伊良部島

与那国島

伊江島

伊平屋島

1,188.40賊

284．44

221．09

158．37

55．69

30．74

30．48

28.52

22.55

20.99

973,885人

1,533

38，819

48，145

10，164

1,640

9,153

2，119

5,039

1，414

(注1）

(注2）

11

12

13

多良間島

渡嘉敷島

伊是名島

８
４
４

９
６
８

●
●
●

９
５
３

１
１
１

1,651

830

2,144

14

15

北大東島

波照間島

12.71

12.46

658

760
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復2時間で結んでいる。一方、伊是名島への交通も、1983年に「フェリーいぜな」の就航によ

って大幅に沖縄本島との間の時間距離を短縮した。

伊平屋島の面積20.99k"、野甫島の面積1.10k〃伊是名島の面積13.84k〆、具志川島0.42

kwf、屋那覇島0.82k"f，屋ノ下島0.23k"、降神島0.07k〃あり、沖縄県における島填別面積

順位で承ると、伊平屋島は第10位、伊是名島は第13位にランクされる。

図1

図1伊平屋島・伊是名島の位置図
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2）地形・土壌

琉球弧の地質構造は、琉球弧の地質構造は、帯状構造が承られ、大陸側から太平洋に向って①新第三系火山岩帯、

②第四紀火山岩帯③古期岩帯④新第三系帯に区分されるが、伊平屋島・伊是名島などからなる

伊平屋諸島は古期岩帯に属する。

伊平屋島の地形は島の西海岸よりに、北東から南西方向に後岳(231m)、腰岳(227m)、

賀陽山(294m)、阿波岳(212m)などの山地が連なっている細長い島である。基盤は主とし

て古生代本部層のチャートや中生代の砂岩、頁岩などからなって↓､る。北西海岸には海食崖が

発達している。島の最南端の米崎には砂謄が発達している。また、野甫島は琉球石灰岩からな

る低平な島である。土壌は伊平屋島の山地部においては国頭マージで、低地部は沖積土壌でお

おわれている。野甫島は全島島尻マージでおおわれている。

伊是名島の地形は、大野山(119.9m)・天城(102m)・アーガ山(82.1m)・チジン山



図2伊平屋島・野甫島の地形
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図3伊是名島の地形 〆
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(119.6m)などの丘陵性の山地が北西から南東方向へ走っているほか、北東部にはメンナー

山(84.9m)があり、北西から南東方向へ走る、これらの山地をとりかこんで数段の段丘と低

地が複雑に広がり村落と耕地が開けている。

伊是名島の地質はおもに砂岩と、北側と南側の古生代本部層のチャートからなる。他の島は

低平な隆起サンゴ礁からなっている。

土壌は、伊是名島の山地は国頭マージでおおわれ、低地は沖積土壌が分布している。

具志川島と屋ノ下島は島尻マージで､屋那覇島は島尻マージと沖積土壌からなる。

気候

表2は、沖縄気象台伊是名観測所の資料による1W8年から1983年までの気温と降水量を示し

たものである。観測期間が短いため平均的な値とはいえないが、おおよそのことは概観するこ

とができる。1978年～1983年までの年平均気温は21.6.Cで那覇の22.4･Cよりは低い。若干低

い。20｡Cを越える月は4月から11月まで8カ月間続く。那覇での最暖月は7月、最寒月は1月

であるが、この資料で承る限り、伊是名の最暖月は8月、最寒月は2月となっており、1カ月

ずれている。

降水量は年2,000mm前後の降水量があるが、年によって著しい変動がある。1981年の降水

量は平年の半分に近い1,220mmであったが、1978年には2,573mmの降水量を記録するなど、

大幅な差がみられる。また、月別でぷても、1980年の6月はわずか6mmで、この月は1年で

最も降水量があるにもかかわらず極端に少ない月であった。このように降水量は年によって変

動はあるものの、平均年約2,000mmの降水量があり、亜熱帯湿潤気候に属しているといえ

る。

表2伊是名島における気温と降水量

気温(｡C)

1978

1979

1980

1981

1982

1983

那覇(1951～198の

123456789101112年平均

15．014．716．519．822．425．227．6×26．724．521．118．1×

16．716．317．720．421．225．328．528.027．123．220．318．521．9

15．414.218．019．722．727．028．528．427.224．021．315．921．9

14．215．418.020．521．525．027．228.226．023.820.216.421.4

14．616．018．519.223．124．127．327．225．823．321.417．321．5

16．215．017．221．623.024．927．427．627．325．320．115､821．3

16．016．418．021．023．726．128．127.827．124．321．318．122．4
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1978

1979

1980

1981

1982

1983

那覇(1951～198の

降水量 (mm)

910 年’
1 1 2 8 3 2 3 2 1 8 1 2 9 6 20827755113138735702573

21330637623320223076152315184631936

23213514844028669413819510225251826

39130139149193391681540110128701220

63143125142396252501351971281361831950

1351673572153483552162491314627552301

119.6117.9143.9168.1248.9292.6192.6260.1166.4186.2141.7116.52128.2

2．伊平屋・伊是名の村落と人口

1）村落

伊平屋村には現在5村落がある。すなわち伊平屋島に田名・前泊・我喜屋・島尻、野甫島に

野甫がある。前泊は1909年（明治42）に田名から分離した新しい村落である。

村落立地を承ると、田名は三方山に囲まれた村落であるが、前泊・我喜屋・島尻の各村落は

山を背にして、海岸の沖積低地に立地している。5つの村落はほぼ井然型の村落形態を示して

いる。かつては、港の関係で、村の中心は我喜屋であったが、港が前泊と我喜屋の村落の間に

建設されたため、現在、村役場をはじめとして、伊平屋中学校、郵便局、農業協同組合、診療

所など村の中枢機能が前泊の村落に近接して集まっている。

伊是名村には、現在、仲田・諸見・伊是名・勢理客・内花の5村落がある。かつては具志川

島にも明治時代以降人が居住していたが、現在は無人島になっている。

村落は、島の北西から南東方向に連なる丘陵性の山地の北東部（東アガリと呼んでいる）に

は仲田・諸見・内花、南西部（西イリと呼んでいる）には伊是名と勢理客の2村落がある。

内花は1942年に諸見から分離した村落で、散村形態をなし、他の4村落は井然型村落形態を

なしている。仲田には、村役場、伊是名小・中学校、診療所、郵便局、農業協同組合、漁協組

合などの官公署のほか商店や各種事業所が立地しており、伊是名村の中心村落となっている。

2）人口

図4は伊平屋と伊是名村の人口推移を示したものである。このグラフから明らかなように、

両村の人口推移は同傾向をたどっていることがわかる。すなわち、両村とも1955年に人口総数

は最高を示し、伊平屋村で4,008人、伊是名村で5,689人を記録している。その後、急激な人

口減少傾向が続き、1975年からようやく減少率は低下した。1980年の人口をゑると、伊平屋村

1,501人、伊是名村2,144人で、1955年からの人口減少率は両村とも実に約63％の高い減少率

を示している。

また、図5は、伊平屋村と伊是名村の年齢階層別人口を示したものである。両村とも1955年



9

は富士山型を示し、60歳以上の老齢人口の比率は、伊平屋村で9.4％、伊是名村で10.7％であ

ったが、1980年は、老齢人口の増加と15歳～50歳までの人口が著しく少なくなり、「ひょうた

ん型」を示すようになった。60歳以上の老齢人口の比率を見るとも伊平屋村で23.9％、伊是名

村で23.6％を占めており、1955年と比較して大幅な増加を示している。

表3は、伊平屋村と伊是名村の字別人口を示したものである。人口規模で承ると、伊平屋村

では我喜屋、伊是名村では諸見が大きな村落である。

(人）

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

図4伊平屋村・伊是名村の人口推移

J5L

6 ｺｰbZl51

400卜

】g】L

3,645

144
、

、

、－－－－－－

1β381.501

大1 4昭510152025303540455055
(畠

(注）国勢調査による。ただし、昭19は国勢調査ではない。
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図5伊平屋村・伊是名村の年齢階級別人口（昭和釦年、50年）

昭30年
一

昭55年
一伊平屋村

上
歳

以
開
腿
弱
馳
蛆
必
釣
弘
羽
塑
旧
Ｍ
９
４

｜
月
【
【

０
５
０

万
日
■
内
『
■
四
【
【
Ⅱ

う、→3m

〕0~‐ZOOlOOO100200釦、

享
＋3）

＋6）



11

表3伊平屋村、伊是名村における字別人口

字名｜1980年（昭和55年）字名’1980年（昭和55年）

人

500

570

609

201

272

人

364

245

472

393

93

名
田
見
花
客

是伊
仲
諸
内
勢

名
泊
屋
尻
甫

田
前
我
島
野

伊
是
名
村

伊
平
屋
村

喜

理

2151計1501計

3．伊平屋・伊是名の産業構造

表4は、伊平屋村と伊是名村の産業別就業者数とその割合を示したものである。両村を通じ

て明らかなことは、農業が主体となっており、ついで第2次産業のうち建設業が特化している

ことである。すなわち、伊平屋村では就業者数822人のうち、農業に従事している人は373人

（45.3％）、建設業189人（22.9％）となって､､るが、これに対して伊是名村では就業者総数

1,031人、このうち農業就業者数は504人（48.8％）、ついで第2次産業の建設業119人（11.5

％）となっており、農業就業者の割合を承ると伊是名村の方が高率であるが、建設業就業者の

割合は伊平屋村の方が高率である。

図6は伊平屋村と伊是名村の産業別就業者数とその構成比の年推移（1965年～1980年）を示

したものである。就業者総数の推移を承ると、伊平屋村では1965年の就業者総数1,311人が、

その後減少していき､1975年に767人になったが、19帥年には若干増加している。この増加の大

きな要因は建設業就業者の増加である。すなわち、伊平屋村では1978年からの土地改良事業、

前泊港や島尻漁港などの港湾の整備事業、学校の建設事業が相ついでおこなわれるようになっ

た結果、雇用の場が増加し、それに伴う就業者の増加である。これに対して、農林業就業者数

の減少は著しい。一方、伊是名村では、就業者総数は減少しているものの、その減少率は低下

している。この要因は伊平屋村と同様に、農林業就業者数の著しい減少が承られるものの、建

設業就業者数の増加が、伊平屋のように顕著ではないが、徐々 に増加していることがあげられ

る。

両村を通じて、産業構造は農業が主体であるが、耕作物に若干の特色がみられる。

表5は伊平屋村と伊是名村における作物の収穫面積(1979年)を示したものである。この表か

ら明らかなように水稲が大きな比重をもっている｡沖縄県全体で水稲が姿を消しつつある現在、

特異な存在といえよう。伊平屋村は戦前から水田が多く米の産地として知られているが現在

さとうきびと水稲を二大作物とし、豚や肉用牛の畜産との複合経営がおこなわれている｡一方、

伊是名村も、伊平屋村と同様に、米の産地として知られていたが、現在農業はさとうきびを基

幹作物として、伝統的な稲作もおこなわれ、近年は葉たばこも栽培されている。また、豚や牛
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などの畜産もおこなっている。

両村とも漁業はわずかに沿岸漁業がおこなわれているにすぎないが、近年、モズクの養殖も

おこなわれるようになった。

表4伊平屋村・伊是名村の産業別就業者数（1980年）

（伊平屋村）

(伊是名村）

表5伊平屋村・伊是名村の作物の収穫面積(a)(1979年）

総数

822(人）

(100.0％）

第1次産業
｜’

総数 農業

林業

狩猟
業

漁業

水産
養殖
業

410

(49.9）
373 ー 37

第2次産業

総鉱業菫1睾言
203

(24.4）
189 14

第3次産業

総数

209

(25.4）

航
業
慌
業
一
蛇

金融

保険
業

’
一

不動
産業

－

運輸

通信業

24

電気・
ガス。

水道
熱供給
業

’

1

サービ

ス業

80

公務

－

62

総数

第1次産業
－

総数 農業

林
狩
業

業
猟

漁業

水産
養殖
業

第2次産業

総数 鉱業
建設
業

製造
業

第3次産業

総数

一
元
一
元

卸
業
小
業

金融

保険
業

不動
産業

運輸

通信業

●
●

給

気
ス
道
供

電
ガ
水
熱
業

サービ

ス業
公務

103(人）

(100.0％）

584

(56.7）
504 一 80

153

(14.8）

一 119 34

294

(28.5）
73 － － 28 6 104 83

1 2 3 4 5

伊平屋村

伊是名村

水稲

13,906

さとうきび

32,928

さとうきび
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図6産業別就業者数と構成比
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